
しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

プラン１１

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円
手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍

　外来の手術：入院保険金日額の5倍
通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額
死亡保険金 140万円

定員１人 1口あたり
施設役員・職員
1名 1口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中

平成31年度

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

改定

新設

改定

改定

改定

ふくおか“きずな”フェスティバル
災害時の簡易トイレの吸収ポリマーの
シュミレーション（防災分科会）の様子
（関連記事６、７頁）

福岡県社会福祉協議会　広報誌

Welfare of Fukuoka

今　号　の　内　容
小規模法人のネットワーク化による協働推進事業の取り組み

ふくふくNEWS　福祉のしごと就職フェア

ふくおかきずなフェスティバル

赤い羽根共同募金

ふくふくＩｎｆｏ

p 1

p 5

p 6

p 8

p 9

No.177
2020.3

じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金
この広報誌は、一部共同募金の
配分金を受けて発行しています。

ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
　
177号

　
発
行
所
／
福
岡
県
春
日
市
原
町
3丁
目
1番
地
7　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
）内
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

TEL(092)584-3377 FAX(092)584-3369　
発
行
日
／
2020年（

令
和
2年
）3月

18日
　
編
集
発
行
人
／
小
川
弘
毅
　
印
刷
所
／
株
式
会
社
　
日
報

見
や
す
い
ユ
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ザ
イ
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ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、昨
年
、「
２
０

４
０
年
を
展
望
し
た
社
会
保
障
・
働
き
方
改

革
本
部
」、「
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括

的
支
援
と
多
様
な
参
加
・
協
働
の
推
進
に
関

す
る
検
討
会（
地
域
共
生
社
会
推
進
検
討

会
）」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。市
町
村
に
お
け

る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
方
針
を
は
じ

め
と
し
て
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

中
長
期
の
視
点
で
、広
範
囲
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

の
構
築
、地
域
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
た

様
々
な
生
活
支
援
の
在
り
方
や
、そ
の
実
現

の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、仕
組
み
に
つ

い
て
提
案
の
上
、国
を
挙
げ
て
、２
０
４
０
年

問
題
に
対
応
す
べ
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
人
口
減
少
局
面
に
お
い
て
は
、今

後
さ
ら
に
複
雑
多
様
化
す
る
地
域
社
会
の
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、公
助
の
み

で
は
な
く
互
助
や
共
助
を
基
本
に
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、地
域
の
支
え
合
い
を
醸

成
す
る
中
核
と
し
て
、非
営
利
で
公
共
性
が

高
く
全
国
に
２
万
法
人
を
有
す
る
社
会
福
祉

法
人
に
は
、特
定
の
社
会
福
祉
事
業
に
と
ど

ま
ら
な
い
幅
広
い
事
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、国
の
基
金
事
業
を
活
用
し

た
本
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
。

○小規模法人においては、地域貢献のための取組を実施する意欲があっても、職員体制の脆弱性などから、単独でこうした取組を実施することが困難
な状況がある。
○特に社会福祉法人においては、法人の規模にかかわらず、「地域における公益的な取組」の実施が責務化されている。
○このため、こうした課題に対応し、小規模法人であっても地域貢献のための取組を円滑に推進できるような環境整備を図る観点から、複数の小規模法
人等が参画するネットワークを構築し、ネットワーク参画法人のそれぞれの強みを活かした地域貢献のための協働事業を試行する。
○また、協働事業の円滑な実施に向け、ネットワーク参画法人の職員に過度な負担が生じることのないよう、合同面接会や合同研修、人事交流の実施な
ど、福祉・介護人材の確保・定着に向けた取組も併せて推進する。
○なお、平成31年度予算においては、本事業の一層の推進を図りつつ、小規模法人等における経営効率化、人材の確保・定着を促進する観点から、実施
主体の拡大や取組内容の充実等事業内容の拡充を図る。

「小規模法人のネットワーク化による
協働推進事業」の概要

【要旨】

【イメージ図】
実施主体

法人間連携PF

【都道府県・政令市・中核市】 【ショートステイ】

【ホームヘルプ】

①各法人の強みを活かした地域貢献の
　ための協働事業の試行

協働事業の円滑な実施に向けた環境整備
②福祉・介護人材の確保・定着に向けた
　連携の推進

【保育所】

（合同面接会の開催）（人事交流の推進）

（合同研修会の開催）

等

（共通的な人
事考課制度・
賃金テーブル
の検討）

【デイサービス】

【別法人等による共同事務の実施】

①法人間連携プラットフォームの設置（必須事業）
②複数法人の連携による地域貢献のための協働事業の立ち上げ
③福祉・介護人材の確保・定着のための取組の推進

小規模法人のネットワーク化による
協働推進事業の取り組み
～地域共生社会の実現に向けた社協と施設経営法人の連携・協働～

【一般市】新

新

事務処理部門を共同化・別法人化する
場合等の立ち上げ費用の助成（初年度限り）

新

※１都道府県１カ所程度

eｘ）Ａ法人の高齢者デイ
サービスで、子どもの一時
預かりを併せて行い、Ａ、Ｂ
法人のスタッフが協働し
て、必要なケアを行うなど

　

福
岡
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
で

は
、社
会
福
祉
法
人
の
取
組
や
各
種
別
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
政
策
要
望
を
目

的
に
、福
岡
県
の
福
祉・介
護
担
当
部
局
と
の
意

見
交
換
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
８
月
に
開
催
し
た
意
見
交
換
会
に

お
い
て
、厚
生
労
働
省
の
平
成
30
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
た「
小
規
模
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
よ
る
協
働
推
進
事
業
」を
実
施
す
る
こ
と
で
、

「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業※

１
」地

区
連
絡
会
と
の
連
携
や
、福
祉
人
材
の
確
保・定

着
に
大
き
な
成
果
が
見
込
ま
れ
る
と
の
考
え
か

ら
、予
算
措
置
等
を
要
望
し
た
結
果
、本
年
度
の

実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　
本
取
組
の
実
施
に
あ
た
り
、ふ
く
お
か
ラ
イ
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
参
加
施
設
等
の
協
力
に
加
え
、

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
は
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

別
途
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
貢
献
の
取
組
促
進
が
期
待
で
き
る

状
況
に
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
の
上
、次
に
紹
介
す

る
町
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、人
口
減

少
な
ど
、社
会
環
境
等
の
変
化
に
よ
っ
て
、国
民

の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化・複
雑
化
し
て
き
て
お

り
、さ
ら
に
今
後
の
高
齢
化
等
の一層
の
進
行
を

考
慮
す
れ
ば
、既
存
の
社
会
保
障・社
会
福
祉
制

度
に
よ
る
対
応
の
み
な
ら
ず
、地
域
の
中
で
の
課

題
解
決
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、社
会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
様
々
な
関
係
機
関
が
、地
域
の
中
で

潜
在
化
し
て
い
る
福
祉
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
機
関
が
連
携
し
、

取
組
ま
で
の
経
緯

取
組
ま
で
の
経
緯

本
事
業
の
目
的

本
事
業
の
目
的

法
人
間
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

設
置
地
域
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、役
割
分
担
を

図
り
な
が
ら
、こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
へ
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、平
成
28
年
に
社
会

福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、法
人
の
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」の
実
施
が

責
務
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、小
規
模
な
法
人
に
お
い
て

は
、経
営
基
盤
や
職
員
体
制
の
脆
弱
性
な
ど
か

ら
、地
域
貢
献
の
た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
意

欲
が
あ
っ
て
も
、単
独
で
は
こ
う
し
た
取
組
を
実

施
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
、小
規
模
な
法
人
を
含
め
、地
域
の

様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
が
連
携
し
、

地
域
貢
献
の
た
め
の
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
、地
域
に

お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、重
層

的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

① 複数の小規模法人等が参画する法人間連携プラットフォームを設置し、参画する法人の間で、地域課題
に関する討議を行うとともに、以下の②、③に掲げる取組内容の企画、当該取組に係る実施方法の検
討、取組状況の検証等を行います。参画法人は、概ね１０法人程度以上とすることを基本とするととも
に、社会福祉法人に限らず、営利法人や公益法人などの法人の種別や法人格の有無は問いません。

② 参画法人が保有する資産及び人員・設備を活用しつつ、それぞれの法人の強みを活かしながら、①にお
いて共有された地域課題の解決を図るため、様々なニーズに対応した分野横断的かつ包括的なワンス
トップ相談支援拠点の設置や単身高齢者に対する見守りなど地域貢献のための取組を立ち上げ、試行
します。

③ ②の事業の実施等により既存職員に過重な負担が生じることのないようにするとともに、小規模法人等
における経営労務管理体制の底上げを図る観点から、職員のスキルアップ等のための合同研修の実施や
人事交流の推進、合同面接会の開催など福祉・介護人材の確保・定着のための取組を推進します。

【事業内容】

特集
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福祉のしごと就職フェア
２０２０
ｉｎ ＦＵＫＵＯＫＡ
福祉分野への就職希望者３０１名が参加！

○
町
内
社
会
福
祉
法
人
及
び
福
祉
事
業
所
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成・配
布
に
よ
る
福
祉

人
材
の
充
実・確
保
に
向
け
た
取
組
推
進

○
町
内
福
祉
従
事
者
向
け
研
修
会
の
開
催

に
よ
る
、社
会
福
祉
法
人
が
連
携
協
働
し

た
取
組
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
づ
く
り
と

実
践

○
法
人
間
連
携
に
よ
る
生
活
困
窮
者
支
援
及

び
災
害
時
対
応
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
に

よ
る
制
度
や
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は

対
応
困
難
な「
狭
間
」支
援
の
推
進

（就職フェアの様子）

NEWS
ふくふく

　去る２月８日（土）に、春日市のクローバープラザで「福祉
のしごと就職フェア2020 inFUKUOKA」を開催しました。
　本フェアは、福祉分野における九州最大規模の職場面談
会であり、２，６５５名の求人がありました。

【問い合わせ先】
福岡県社会福祉協議会　人材・情報課　福祉人材センター
ＴＥＬ ０９２（５８４）３３１０
開館時間　９時から１７時（第4月曜日、火曜日～日曜日）
休 館 日　第４月曜日を除く毎週月曜日（祝祭日の場合はその翌日）
 　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）、8月13日～15日
 　　　　　※８月の月曜日は第５月曜日を除き開館

　来場された求職者は、参加法人の求人情報を掲載した冊子を片手に、自分の希望する職種や分野の求人ブー
スを積極的に回り、各施設・事業所の職員から具体的な仕事内容や求人内容・待遇面などの詳しい説明だけで
なく、就職することへの不安や、就職後のキャリアアップ・ビジョン等についても積極的に質問するなど、会場の
あちらこちらで求職活動に励む姿が見られました。
　また、求人側も、自分たちの施設・事業所の魅力や特徴、就職してからのキャリアアップの事例など余すことな
く伝えられるようブース内のレイアウトや配布するチラシ等、工夫を凝らしたＰＲ活動を積極的に行っていただ
くだけでなく、参加法人からは、「福祉の仕事はきつい、賃金が安い、残業が多い等、社会一般的に思われている
が、現在は、以前と比べ改善されている。職場環境や給与面、子育てサポートなど他業種と比べて遜色ない体制
も確保されてきているだけでなく、この業界の仕事の醍醐味である、利用者の気持ちや立場に沿った支援を一
緒に考え、行っていくという他業種にはないやりがいもある。多くの人に福祉の仕事について知ってもらい、安心
して就職してもらいたい。」という声が聞かれました。
　この就職フェアは、面談ブースだけでなく、「福祉の仕事の魅力とやりがい」を学ぶ就活応援セミナーの開催、
福祉関係機関・団体の職員が相談に応じる求職・資格相談コーナーの開設、障がい者がつくる「まごころ製品」販
売コーナーの設置など、誰でも気軽に参加でき、また、実り多いものとなるような内容で催したところです。
　本会では、福岡県福祉人材センターによる仕事の斡旋に加え、常に最新情報を発信し、福祉の仕事への関心
喚起や就職への不安を少しでも払拭できるよう努めていきます。
　また、「福岡県福祉人材センター」や「ふくしのお仕事」（ホームページ）では、各種求人情報の他に、福祉の仕事
の紹介や魅力、就職活動のヒントになる情報を発信していますので併せてご活用ください。

※

１「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」と
は
、

高
齢
者
の
介
護
・
障
が
い
児
者
へ
の
支
援
、児
童
の

養
育
等
、様
々
な
専
門
性
を
備
え
、長
年
に
わ
た
り

地
域
で
福
祉
を
支
え
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
が
、制

度
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
向
き
合
い
、訪
問
・

相
談
を
通
じ
て
、困
り
ご
と
が
解
決
で
き
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
行
う
社
会
貢
献
の
取
組
で
す
。

岡
垣
町
の
取
組

大
刀
洗
町
の
取
組

広
川
町
の
取
組

築
上
町
の
取
組

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

○
福
祉
従
事
者
向
け
全
体
研
修
会
の
開
催
に

よ
る「
地
域
共
生
社
会
」や「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」の
理
解
促
進

○
リ
ク
ル
ー
タ
ー
育
成
研
修
会
の
開
催
に
よ

る
生
活
困
窮
者
、セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
等
多

様
な
人
材
の
受
入
機
会
の
創
出

○
災
害
支
援
体
制
整
備
に
関
す
る
勉
強
会
開

催
に
よ
る
、地
域
に
お
け
る
災
害
支
援
拠

点
と
し
て
の
機
能
強
化

上
毛
町
の
取
組

○
包
括
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
拠
点

の
設
置

○
単
身
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り
等
孤
独
死

防
止
の
拡
充

○
公
的
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
で
き
な
い
者
に
対

す
る
軽
度
日
常
生
活
支
援
の
検
討

○
地
域
住
民
等
の
共
生
の
場
づ
く
り

○
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援

右
記
取
組
内
容
の
実
施
に
あ
た
り
、以
下
既

存
事
業
の
活
用
も
想
定

　
・お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　
・ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

○
小
中
学
生
向
け
社
会
福
祉
法
人
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成・配
布

○
地
域
資
源
調
査
の
実
施
に
よ
る
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
路
線
図
や
生
活
用
品
が
購
入

で
き
る
商
店
等
の
マ
ッ
プ
化
、買
物
が
困
難

な
地
区
の
見
え
る
化

○
右
の
取
組
に
よ
る
各
自
治
会
に
お
け
る
、

買
物
困
難
地
域
の
検
討
、必
要
に
応
じ
町

内
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
ワ
ゴ
ン
車
の
提

供
な
ど
の
検
討

○
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

　
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
お
い
て
は
、社
会
福
祉
法
人
に
よ

る「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」が
鍵
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
福
祉
法
人
が
い
ま
以
上
に
経
営
力
を
強
化

し
、互
い
に
種
別
を
越
え
連
携
す
る
等
、多
角

化・多
機
能
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。地
域

貢
献
の
取
組
は
、１
法
人
が
単
独
で
取
り
組

む
に
は
困
難
な
場
合
が
あ
り
、小
規
模
法
人

で
は
な
お
さ
ら
で
す
。重
要
な
の
は
、社
会
福

○
地
域
の
中
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
と
い
う

意
識
の
も
と
、地
域
や
住
民
が
気
軽
に
困

り
ご
と
を
相
談
で
き
る
社
会
福
祉
法
人
や

福
祉
事
業
所
と
な
れ
る
よ
う
、住
民
へ
の
周

知
と
福
祉
施
設
や
事
業
所
へ
の
理
解
を
目

的
と
し
た
町
内
福
祉
施
設
及
び
福
祉
事
業

所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布（
町
内
全

世
帯
、計
６
，５
０
０
部
）

○
町
内
福
祉
従
事
者
及
び
関
係
機
関
を
対
象

と
し
た
研
修
会
の
開
催
に
よ
る
必
要
な
時

に
必
要
な
支
援
が
で
き
る
各
種
福
祉
事

各
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
組

　
業
所
横
の
連
携
構
築

○
災
害
発
生
初
動
時
の
災
害
時
要
配
慮
者
等

に
対
す
る
支
援
体
制
の
構
築

○
災
害
時
対
応
を
想
定
し
た
体
制
構
築
の
た

め
の
組
織
化
及
び
研
修
の
実
施

○
災
害
時
支
援
用
備
品
整
備

○
災
害
支
援
用
備
品
類
等
の
整
備

○
防
災
講
演
会
の
開
催
に
よ
る
災
害
時
の
地

域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
の

認
識

祉
法
人
が
各
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課

題
・
生
活
課
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は
市
町
村
単

位
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、話
し
合
い
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
に
お
い
て
地
区
連
絡
会
の
設
置

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、併
せ
て
本
事
業

の
成
果
を
周
知
し
、全
市
町
村
に
お
い
て
、社

会
福
祉
法
人
連
絡
会
等
が
設
置
さ
れ
、社
協

と
施
設
の
連
携
・
協
働
が
進
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。関
係
機
関・法
人
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

施
設
課

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

（就活応援セミナーの様子）



福岡県まごころ製品販売
フェア・食の絶品マルシェ

子どもたちによる
ステージイベント

ボランティア活動
別分科会 親子で楽しめるイベント

筑紫女学園大学 准教授 大西 良 氏
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ボランティアスキルアップ研修

『
共
に
支
え
合
い
、共
に
生
き
る
地
域
社
会
の
啓
発
・
促
進
』を
基
本
理
念
に
、『
子
育
て
支
援
の
輪
』を
広
げ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の『
多
分
野
交
流
』や『
人
材
開
拓
』及
び『
活
動
促
進
』を
図
る
こ
と
で
、福
岡
県
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

九
州
最
大
級
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
祭
典
！

令
和
元
年
度 

ふ
く
お
か〝
き
ず
な
〞フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

“笑顔でつながる地域のきずな”の取組
　当日は、県内外で活動するボランティア等約３，５００人が結集し、地域や領域を越え、活動の中で
培われた貴重な体験発表や意見交換の中からお互いを確認し合い、学び合い、さらに交流の輪を
広げていました。

　「『簡単』にできる広報のポイントと『つながる』ためのＳＮＳ活用法」を
テーマに、ＳＮＳの特性を活かして、自分たちの団体の活動紹介し、双方
向性のある交流を行うためのポイントを解説していただきました。
　また、本会共生社会推進課から、Facebookを活用した広報と交流に
ついて説明を行いました。

ＮＰＯ法人ミディエイド理事・せりたＰＲ企画代表・
広告デザイナー　芹田　博　氏

　県内の障がい者施設で作
られたパンや焼き菓子、ハン
バーガーやカレー等絶品料
理に加え、縫製品や木工雑
貨等の「まごころ製品」の販
売も大賑わいとなりました。
県では障がいのある人の社
会参加と自立を支援するた
め、「まごころ製品」の販売拡
大に取組ことにより、障がい
のある人の収入向上と自立
を支援しています。

　県内の障がい者施設で作
られたパンや焼き菓子、ハン
バーガーやカレー等絶品料
理に加え、縫製品や木工雑
貨等の「まごころ製品」の販
売も大賑わいとなりました。
県では障がいのある人の社
会参加と自立を支援するた
め、「まごころ製品」の販売拡
大に取組ことにより、障がい
のある人の収入向上と自立
を支援しています。

　ステージでは、子どもたち
による伝統の太鼓の演奏や
ダンス、ミュージカル等が繰
り広げられました。中でも、
「すまいるん♪」は年齢や障
がいの有無に関係なく、子ど
もも大人も一緒になって、楽
譜や楽器を工夫しながら、素
敵な音楽を届けてくれまし
た。来場者の応援が、出演し
た子どもたち一人ひとりに
自信を与えてくれました。

　ステージでは、子どもたち
による伝統の太鼓の演奏や
ダンス、ミュージカル等が繰
り広げられました。中でも、
「すまいるん♪」は年齢や障
がいの有無に関係なく、子ど
もも大人も一緒になって、楽
譜や楽器を工夫しながら、素
敵な音楽を届けてくれまし
た。来場者の応援が、出演し
た子どもたち一人ひとりに
自信を与えてくれました。

　「高齢者」、「障がい児者」、
「防災」、「子ども・子育て支
援」、「環境」の５つのテーマ
別分科会を開催しました。各
テーマに沿って、講師からの
講義やボランティア団体か
らの活動報告、実践的な演
習が行われました。参加者同
士の活発な意見交換もあり、
「とても勉強になった」「学ん
だことを活かしたい」等の声
が聞かれました。

　「高齢者」、「障がい児者」、
「防災」、「子ども・子育て支
援」、「環境」の５つのテーマ
別分科会を開催しました。各
テーマに沿って、講師からの
講義やボランティア団体か
らの活動報告、実践的な演
習が行われました。参加者同
士の活発な意見交換もあり、
「とても勉強になった」「学ん
だことを活かしたい」等の声
が聞かれました。

　大野城市中学生リーダー
ズクラブをはじめ、県内各地
の様々なボランティア団体
が、大型絵本やパネルシア
ター等の読み聞かせ、木工
品、万華鏡、エコバック等の作
成など、各種体験コーナーを
開設しました。工作やパネル
シアターなど様々な体験を通
じて親子のきずなを深めた
り、参加者同士の新たなきず
なを育む機会となりました。

　大野城市中学生リーダー
ズクラブをはじめ、県内各地
の様々なボランティア団体
が、大型絵本やパネルシア
ター等の読み聞かせ、木工
品、万華鏡、エコバック等の作
成など、各種体験コーナーを
開設しました。工作やパネル
シアターなど様々な体験を通
じて親子のきずなを深めた
り、参加者同士の新たなきず
なを育む機会となりました。

　
去
る
２
月
16
日（
日
）、春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

春
日
市
大
谷
小
学
校
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス「
プ
リ

テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
華
麗
な

コ
ー
ラ
ス
で
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。続
く
式
典

で
は
、小
川
弘
毅
本
会
会
長
と
中
村
政
子
実
行
委

員
長
の
挨
拶
の
後
、小
川
洋
福
岡
県
知
事
か
ら

「
県
で
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で『
働

く
』、『
暮
ら
す
』、『
育
て
る
』、こ
の
３
つ
が
で
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、そ
の
実
現
に
は
、行
政
で
は
手
の
届
き
に
く

い
と
こ
ろ
に
手
を
差
し
伸
べ
、地
域
の
”き
ず
な
“

を
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
お
力
が
不
可
欠
で
す
。」

と
、激
励
の
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
子
ど
も
の
貧
困
と
居
場
所

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、筑
紫
女
学
園
大
学
の

大
西
良
准
教
授
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
西

先
生
は
、自
身
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
の
経
験
や
子
ど
も
食
堂
の
活
動
実
践
を
踏
ま

え
、子
育
て
を「
血
縁
を
超
え
た
共
同
作
業
」で
あ

る
と
捉
え
、子
ど
も
と
親
が
共
に
育
っ
て
い
く
地

域
づ
く
り
の
必
要
性
や
、地
域
で
の
つ
な
が
り
の

重
要
性
を
強
く
訴
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、子
ど
も

の
貧
困
問
題
は
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
課

題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
改
め
て
知
る
現
実
だ
っ
た
。

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
取
り
組
み
た

い
」、「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
さ
せ
ら

れ
、寄
り
添
う
こ
と
の
大
事
さ
を
教
え
ら
れ
る
内

容
だ
っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
、大
変
刺
激
を
受

け
る
記
念
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、５
つ
の
テ
ー
マ
別
分
科
会
、広

報
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
そ
れ

ぞ
れ
別
れ
、お
の
お
の
専
門
性
を
高
め
ま
し
た
。

賑わいを見せるまごころ製品
販売フェアの様子

春日太鼓保存会（上）
すまいるん♪の素晴らしい演奏（下）

各分科会での実践的な演習に
取り組む受講者

たのしいパネルシアター（上）
楽しい工作教室の様子（下）

[問い合わせ先]共生社会推進課　ＴＥＬ ０９２（５８４）３３77
共生社会推進課　Facebook

中村政子実行委員長 小川弘毅本会会長 小川洋福岡県知事
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多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。今
後
と
も
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福岡県立直方高等学校のみなさんと
万田 支会長（右から2番目）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
つ
か
い
み
ち

　県共同募金会では、次代を担う児童や生徒が、「じぶんの町を良くするしくみ」である共同募金への理解を深め、身
近な地域の福祉活動について考えもらうことを願い、毎年、「赤い羽根キャッチフレーズ」を募集しています。その中
から最優秀作品を選定し、その年のポスターやチラシなどに掲載して広報・啓発活動に活用しています。
　令和２年度も、４月上旬に県内の小・中・高・特別支援学校に募集案内し、学校単位で応募いただく予定としていま
す。関係の皆様には積極的なご協力をよろしくお願いします。

　新日本製薬 株式会社（本社：福岡市）では、2015年から、１０月１日
に全国一斉に開始される赤い羽根共同募金運動期間に合わせ、毎年、
強化期間を設け、社内での募金活動に取り組まれています。その活動
の１つに「赤い羽根スイーツ募金」があります。
　本社では昨年１２月１２日（木）に、東京等全国４カ所の拠点では翌
１３日（金）にシェフ特製の「クランキーチョコレート」を販売し、売り上
げの全額を共同募金会福岡市支会にご寄付いただきました。今回の取
組では、購入した方（社員）に赤い羽根に加え、同社マスコットキャラク
ター『パピィくん』と赤い羽根のコラボステッカーが配布されました。加
えて、自分たちが暮らす街で共同募金がどのように役立っているのかが

ひと目でわかる「赤い羽根ありがとうマップ」（自社作成）も掲示いただ
き、地域での募金の使いみちを多くの方に知ってもらう機会となりま
した。また本社では、クリスマスツリーに飾るハート型のオーナメント
を配布し、ツリーに飾り付けることにより、募金活動に参加している
ことを実感できる「見える化」にも取組まれていました。
　新日本製薬 株式会社の皆様には、毎年、募金のご協力だけではな
く、共同募金運動の啓発にも積極的に取り組んでいただいています。
　本当にありがとうございます。

〈小学校〉
市立中友小学校（大牟田市）、市立三国小学校・麻生学園小学校（小郡市）、市立大城小学校（大野城市）、
市立朝倉東小学校（朝倉市）、町立勢門小学校（篠栗町）、
町立山田小学校（久山町）、　町立大川小学校（粕屋町）、
町立三輪小学校（筑前町）

〈中学校〉
市立野間中学校（福岡市南区）、市立北崎中学校（福岡市西区）
市立飯塚鎮西中学校（飯塚市）、市立古賀中学校（古賀市）
市立前原中学校（糸島市）

〈高等学校〉
県立戸畑高等学校（北九州市戸畑区）、
県立八幡高等学校（北九州市八幡東区）、
福岡海星女子学院高等学校（福岡市南区）、
県立直方高等学校（直方市）、近畿大学付属福岡高等学校（飯塚市）

　民間社会福祉施設の増改築及び補修、備品及び車両の整備のため、令和２年度の共同募金を財源とする令和３
年度事業の配分を希望される施設の申請を下記のとおり受け付けます。

１　対象施設
　　社会福祉法にいう第１種社会福祉事業のうち入所を目的とするもの
　　（救護施設、乳児院、児童養護施設、障害者支援施設、特別養護老人ホームなど）
　※ ただし、同一施設・事業所で、過去３年間（２０１８年４月１日以降）に他団体・企業からの助成が決定した
　　 場合は申請対象外となりますので、
　　 ご注意ください。
２　対象事業
　　施設整備、備品整備、車両整備
３　事業実施年度
　　令和３年度に事業実施
４　配分上限額
　　３００万円（総事業費の３/４を限度）
５　申請受付期間
　　令和２年４月上旬から５月下旬（予定）

　
共
同
募
金
運
動
の一環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動（
県
域
）

に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の一部
は
、福
岡
県
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下
、県
社
協
）を
通
じ
、県

内
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
小
規
模
作

業
所
等
の
歳
末
行
事
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
２
５
９
万
円
余
が
、81
件
の
活

動
資
金
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
分
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
幡
西
共
同

作
業
所（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）の
話
で
は
、

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
障
害
者

に
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、地
域
社

会
と
の
交
流
を
促
進
す
る
施
設
で
す
。当
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
は
11
名
で
、日
中
の
活
動

や
企
業
か
ら
請
け
負
っ
た
作
業（
小
さ
な
電
子

部
品
を
分
け
る
袋
詰
め
や
紙
袋
づ
く
り
）を

行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
、年
末
に
は
、利
用
者
と

職
員
を
は
じ
め
、ご
家
族
や
た
く
さ
ん
の
地

域
関
係
者
に
声
か
け
し
て
、餅
つ
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。み
ん
な
で一生
懸
命
つ
い
た
お
餅
は
、

お
い
し
く
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
た
ち
に
も
配
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
餅
つ
き
で
は
、地
域
の
た
く
さ
ん
の

方
々
と
触
れ
合
い
、交
流
で
き
て
、と
て
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。」と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
他
に
も
、県
社
協
を
通
じ
、県
内

の「
在
宅
介
護
者
の
会
」へ
の
活
動
支
援（
２
６

０
万
円
）、児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

中
学
校・高
等
学
校
卒
業
者
へ
の
支
援
金（
６
６

８
万
円
）や
、更
生
保
護
施
設
入
所
者
へ
の
見
舞

金（
39
万
円
）の
支
給
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

令和２年度（令和３年度事業）共同募金
配分申請（広域配分　施設）のご案内

令和２年度｢赤い羽根キャッチフレーズ｣募集！

新日本製薬 株式会社
社員の善意が集まる「赤い羽根スイーツ募金」

令和元年度の特別賞 受賞校（１９校）

募金活動協力企業のご紹介 企業による取組

予告

※  詳細は令和２年４月上旬に本会ホームページに掲載しますので、ご確認ください。

【問い合わせ先】福岡県共同募金会　☎０９２（５８４）３３８８
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福岡県障がい者福祉情報ハンド
ブック２０２０を4月1日に発行します
　本会では、福岡県から委託を受け、
障がい者の制度・施策をとりまとめ
た「福岡県障がい者福祉情報ハンド
ブック」を２年に１回発刊しています。
　１５回目の改訂となる２０２０年版
では、障害者総合支援法の改正に伴
う障がい児者を取り巻く様々な制
度・施策、市町村が実施する地域生
活支援事業等についての内容等を
掲載しております。
価　格　１部 1,300円
　　　　 （税込、配送料別）
内　容
・障がい者福祉制度・施策一覧
・県内市町村の障がい者福祉関係事
 業等の実施状況
・各種相談窓口、施設・地域活動支援
 センター名簿　等
・Ａ４版 ４７０ページ程度
 詳細はＨＰをご覧ください。
[問い合わせ先] 人材・情報課
TEL 092（584）3330

福岡県民共済生活協同組合
からの寄附
　去る１月２７日、福岡県民共済生活
協同組合から多額の寄附をいただ
きました。
　いただいた浄財につきましては、
寄附者と協議のうえ、ＤＶ被害者や
生活上の問題がある母子の一時保
護が急増する中、県内母子生活支援
施設（本会会員）が使用する業務支
援用車両の購入費として活用させて
いただきます。

生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会からの寄附
　去る２月４日、生命保険ファイナン
シャルアドバイザー協会（JAIFA）福
岡協会、北九州協会から多額の寄附
をいただきました。
　同協会では、「愛のドリーム募金」
創設２５周年を記念し全国的な取組
として、令和２年の生命保険の日（1
月３１日）に、全国各県の社会福祉協
議会に寄附されることとなりました。
　お寄せいただいた浄財は、本県の
社会福祉発展のために活用させてい
ただきます。

　高齢者・障がい者・児童など各福祉サービス（社会的養護関係施設を除く）の第三者評価受審は、義務ではなく自発
的に取り組むことに意義があります。利用者の皆様に安心して質の高い福祉サービスを利用いただくために、積極的な
受審をお願いいたします。
　平成３１年３月から令和2年１月の間に結果を公表した社会福祉施設・事業所は下記のとおりです。

　本会では、介護の資格等をお持ちの方が、福岡県内で介護職に復帰される際に利用できる貸付制度を実施しています。
要件を満たせば返還義務が免除されますので、ぜひご活用ください。
◆対象者
　下記の要件を全て備えている方。
　①介護職員等としての実務経験が１年以上あること。
　②次のいずれかに該当すること。
　　ア．介護福祉士
　　イ．介護福祉士実務者研修、介護職員初任者研修、介護職員基礎研修、
　　　  ホームヘルパー１級課程、ホームヘルパー２級課程のうちいずれかの修了者
　③県内の介護事業所等において介護職員として就労する（または１年以内に再就労している）こと。
　④福岡県福祉・人材センターへ住所・氏名等の届出を行うこと。
　⑤離職日から再就労の日までに３か月以上経過していること。
◆貸付額
　２０万円以内（１人１回限り）
◆返還免除要件
　再就労してから２年間、福岡県内で介護職員として業務に従事すれば全額返還免除となります。
◆申請方法
　必要書類を揃えて、本会あて郵送ください。書類様式は本会ホームページからダウンロード、
　または希望される方に郵送しています。詳細については、お気軽にお問い合わせください。

福岡県福祉サービス第三者評価の評価結果は、全国社会福祉協議会（全国推進組織）HP、福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰで確認できます。

◆社会的養護関係施設第三者評価　１件
　【児童心理治療施設】筑後いずみ園（筑後市）
◆福祉サービス第三者評価　8件
　【保育所等】荒木保育園（久留米市）、内野保育園（福岡市早良区）、福岡市立南庄保育所（福岡市早良区）、水巻第二保育所（水巻町）、
小郡中央保育園（小郡市）、大原保育園（小郡市）、脇山保育園（福岡市早良区）
　【特別養護老人ホーム】杜の家（北九州市八幡西区）

●受審の申込みについては、下記評価機関へ直接お問い合わせください。
・公益社団法人福岡県社会福祉士会  TEL（092）483-2944
・特定非営利活動法人北九州シーダブル協会 TEL（093）582-0294
・公益社団法人福岡県介護福祉士会  TEL（092）474-7015
・特定非営利活動法人福祉総合評価機構  TEL（095）841-8008

【問い合わせ先】
施設福祉部 評価推進課
☎０９２（５８４）３６１０

令和２年度福祉人材養成
研修年間計画
　本会研修課では、福祉サービスの
質の向上及び福祉従事者の育成・定
着促進のため、福祉従事者を対象と
した各種人材養成研修を実施してい
ます。
　年間計画は、下記ホームページで
３月下旬に掲載しますので、職員派
遣計画等に御活用ください。なお、
各種研修案内は、開催２か月前を目
途に掲載予定です。
　また、受講申込については、研修
管理システムの導入に伴い、Ｆａｘか
らＷｅｂによる申込方法への切り替
えを推進しています。そのためには、
事業所登録が必要となりますので、
ご協力をお願いします。

[問い合わせ先] 研修課
 TEL 092（584）3401

福祉用具を約８６０点展示
してます！！
　本会では、高齢者の自立を助け、
介護者の負担を軽減する福祉用具を
下記コーナーごとに展示していま
す。また、介護が必要な方々の日常
生活に役立つ用具の紹介など行って
いますので、お気軽にご相談くださ
い。団体での見学もお引き受けいた
します。
※福祉用具の展示のみで販売・貸出
は行っておりません。

■車椅子コーナー
■ベッド・床ずれ予防関連コーナー
■入浴関連コーナー
■排泄関連コーナー

寄付・寄贈の御礼 案 内

研 修

福岡県社協
ホームページ

福祉用具展示室
ホームページ

福岡県社協研修課
ホームページ

■移動関連コーナー
■生活自助具コーナー　等
場　所　クローバープラザ　東棟2F
　　　　福祉用具展示室
　　　　（春日市原町３－１－７）
開館時間　９時から１７時まで
休 館 日
　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
　※第４月曜日は開館
　※8月休館日　8月13日から15日
　年末年始（12月28日から1月4日まで )
　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
2020年3月20日（金）まで休館させていただき
ます。なお、3月21日（土）以降の開館につきまし
ては、今後の状況により、変更の可能性があり
ますので、ホームページでご確認願います。

[問い合わせ先] 介護実習課
（福祉用具展示室）
TEL 092（584）4316

介護職に復帰される方へ向けた
再就職準備金について
～離職した介護人材の再就職準備金貸付制度～

pick up

サービス水準の向上を目指して、
第三者評価の活用を！

福祉サービス第三者評価事業

【問い合わせ先】
総務部　総務課
☎０９２（５８４）３３７７

pick up


